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生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
創
作
物
の
著
作
物
性
の
判
断
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
創
作
物
の
著
作
物
性
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
法
体
系
に
お
い
て
は
現
時
点
で
統
一
的
か
つ
確
立
し
た

判
断
基
準
が
存
在
し
な
い
と
の
理
解
で
よ
い
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

著
作
物
性
が
未
確
定
の
対
象
に
つ
い
て
、
警
察
が
独
自
に
著
作
物
性
の
有
無
を
判
断
し
、
著
作
権
法
違
反
で
立
件
す
る
場

合
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
律
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
創
作
物
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
国
内
判
例
や
海
外
判
例
の
影
響
に
よ
り
著
作
物
性
の
認
定
が
左
右
さ

れ
得
る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
著
作
権
侵
害
を
理
由
と
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
原
則
の
も
と
に
運

用
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。 

 
 

ま
た
、
著
作
物
性
が
未
確
定
の
著
作
物
を
対
象
と
す
る
刑
事
捜
査
は
、
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

る
べ
き
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


